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潟県立近代美 館で回顧展が開かれるなど︑これらの作家たちは近年再評価が進んでいる︒だが︑基本的に 彼らは有名作家ではない︒日本では戦後 術そのものの認知が高くない に加え︑一九六〇年代から七〇年代当時にかけては︑東京以外の場所で作家活動を行うことは︑ ﹁地方の前衛﹂として一括り されるリスクを引き受けることであった︒それは︑首都圏でなら比較 容易に得られたかもしれ 認知を捨てることを意味したのだ︒　
本書において︑富井はこうした﹁地方﹂を﹁荒野﹂と呼び︑そ


































を比較する際の対概念を考案し︑優劣 価値判断から美術研究解放した︒また︑ハロルド・ブルームは一九七三年の﹃影響の不安﹄で︑ロマン派以降 詩人たちが先人を乗り越える に展開した創造的誤読をパターン別に考察し︑ ﹁影響﹂を受ける側の主体的戦略を論じた︒ヴェルフリ 約一世紀後に提示された富井比較概念もまた︑後発の作品を自動的 ﹁模倣﹂や 亜流 と退けがちな西洋近代の価値観からの脱却 大きな役割を果たすだろ
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賞を受賞したことも紹介しておきたい︒アメリカの抽象表現主義画家であるマザーウェルの名 冠したこの賞は︑二〇一六年はパウル・クレー研究に︑二〇一五年はクルト・シュヴィッタース研究に与えられるなど︑従来は欧米 モダニズム研究に贈られることが多かった︒アジア圏の美術研究が受賞するのは二〇〇二年に賞が設立されてか 初めてのことであり︑この快挙は︑富井の呼びかけ いわゆる﹁周縁﹂の美術を研究する人々だけではなく︑欧米のモダニズムを研究する論者たちからも歓迎されたことを示すと同時に︑彼女が尽力し きた戦後 研究の視野を広げる試みが実際に実を結びつつあることの証左 もある︒　
日本でもこの呼びかけに応じるものが出てくることを期待しつ
つ︑この小文の結びとしたい︒
